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 神奈川労連は、9月 10日(日)横浜市従会館に於いて第 39回定期大会を開催しました。

出席は 27組織・代議員１12名、役員 22名、オンライン２名で、建交労からは県本部の

高橋書記長、中高年事業団の平山さん、神奈川県南支部の小島が出席しました。  

住谷議長は主催者代表のあいさつで「岸田政権はいのちを奪う武器輸出、横浜ノースド

ッグの基地強化など、憲法を無視して常軌を逸した政治を行っており、絶対に阻止しなけ

ればいけない」と呼びかけました。つづく来賓あいさつでは全労連の黒澤事務局長が「た

たかう労働組合のバージョンアップや職場の日常活動の重要性など」を強調されました。

また、日本共産党の畑野君枝さんは「最低賃金が低すぎる。最低賃金を上げるには労働組

合の運動が重要だ」などと話されました。 

山田事務局長（右の写真）は新年度にもっとも重視

する運動は「大幅賃上げ、最賃 1500円・全国一律最

賃制度確立、組織の強化と拡大」と提起しました。 

討論では２３名が各組織の活動報告や決意表明、

争議支援の呼びかけなどを発言、建交労からは高橋

書記長（下の写真）が三昭運輸争議解決のお礼とメイ

ショクアソシエツ争議の勝利への決意を表明。また、軽貨物

の組織化が進む一方でインボイス制度の強行によって廃業せ

ざるを得ない状況が起きていること、ヤマト運輸と日本郵便

の提携の問題点について発言しました。争議組合紹介では６

名から争議勝利に向けた決意表明があり最後に住谷議長の団

結がんばろうで閉会しました。（本文は小島支部委員長が執筆） 

 

 

 

 建交労神奈川県本部は、第４６回委員会を９月２４日午後１時３０分から、かながわ労

働プラザ（ＪＲ京浜東北・根岸線「石川町駅北口」から徒歩３分）に於いて開催します。 

この委員会は１０月１５日に開催する県本部第２５回定期大会を成功させるための極め

て重要な機関会議です。神奈川県南支部には清野県本部副委員長の他に８名の委員が割り

当てられています。各分会は必ず委員の出席を徹底してください。 

神奈川労連９/１０に第３９回定期大会開催！

建交労神奈川県本部は高橋書記長が発言 

第４６回神奈川県本部委員会は９/２４に開催！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


